














































面接時期※１ 201X年５月 201X年６月 201X年６月
面接時の学年（性別） 高等部３年（女） 高等部３年（男） 高等部２年（男）





































































































































































































































































































































小学校１年㻌 小学校４年㻌 小学校５年㻌 小学校６年㻌 中学校１年㻌 中学校２年㻌３才㻌
中越地震があった。怖くてつらかった。㻌
同級生や上級生からからかわれた。
嫌な感じがあった。㻌
嫌なことが少なくなってきた。㻌
小学校卒業した。「やりきったぞ」
「いろいろあったけど、解放され
た」感じがあった。㻌
体育祭が楽しかった。卓球部に入り、
大会で１回戦を突破した。㻌
同級生や先輩からからかわれた。口げ
んかもあった。㻌
No.1
図３－１　Ｃさんのライフライン１（３才～中学校２年）　
満
足
度㻌
＋㻌
－㻌
中学校３年㻌 高等部１年㻌 高等部２年㻌中学校２年㻌
理科では、アリジゴクを採集したり、体育
では、体育館の練習場で野球やサッカー
をした。楽しかった。㻌
将来の夢は野球選手だった。野球が強い高校
に行きたいと思った。スマホが欲しかった。㻌
高等部に入学した。サークル活動では、先輩と
一緒にランニングやサッカー、キャッチボールを
するようになった。ラインの交換もした。嫌なこと
をしない人ばかりだった。㻌
作業学習では、事務や印刷する仕事を担当した。
やっているうちに慣れて得意になってきた。㻌
体育委員をやった。自分の声が大きくて、先生
からも「なった方がいいぞ」と勧められた。㻌
穏やかな雰囲気があり、先輩と話
すようになった。㻌
話し合って、学年代表にもなった。㻌
３年になったら、１・２年生を引っ張って、
先輩らしさを出したいと思っている。㻌
No.2
高等部のオープンスクールに行った。入学する
ことを自分で決めた㻌
図３－２　Ｃさんのライフライン２（中学校２年～高等部２年）
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吉　橋　　　哲 発達障害通級指導教室修了生への聞き取り（2）－本人との語りと対話によるライフラインの分析－
Ⅴ　考察
　面接した３名とも、幼少期の辛い体験を乗り越え、様々な活
動や体験を通して、現在では積極的で前向きな姿勢でいること
が伺えた。通常の学級、通級指導、特別支援学級から高等部へ
と、自分に合った教育環境の中で自信を深め、自己肯定感を高
めていく過程を見ることができた。
　Ａさんは、中学校生活を振り返り、「テストをしっかり受け
ることで、新たな自分の可能性を見出すことができたかもしれ
ない」と語った。学びへの強い意欲を感じることができた。現
在、事務系への就労に向けて努力を続けている。学びへの意欲
は絶えることなく、プログラミングの学習やライセンスの取得
を目指そうとする気持ちへとつながっていることが分かる。
　Ｂさんは小学校から中学校へ、特別支援学級での生活を通し
て自信を深めていった。将来を見通し、自らの成長と新たな学
びを期待して高等部へ入学した。｢接客業をやってみたい｣とい
う明確な目標をもち、自分の力を高めている。苦手な部分を克
服し、チャレンジしようとする意欲が伝わる語りであった。
　Ｃさんは、中学校卒業から高等部入学にかけて、ラインを大
きく上昇させた。活躍の場を広げることで、自分の良さを実感
できるようになった。将来の具体的な目標はまだ明確ではない
が、上学年としての自覚がもてるようになった。力強く自信に
満ちた語りであった。
　３名の語りからは、３つの共通点を捉えることができる。
　１点目は「自己決定」である。Ａさんの「社会や人生を学び
たい」という願い、Ｂさんの「特別支援学校で何かできるので
はないか」という気付き、Ｃさんのオープンスクールでの体験
は、進路先を自己決定する力になった。
　２点目は「自己理解」である。高等部における様々な活動を
通して、自分の強みや良さを実感するとともに、弱さや課題も
受け入れられるようになった。このことは、それぞれの明確な
目標設定にもつながっていると考えられる。
　３点目は「友達や先輩の存在」である。Ａさんは、友達との
かかわりが、ラインの上昇に大きな影響を与えていた。Ｂさん
は、「友達の存在はとても大きい」と語った。悩みを共有する
ことで、その存在の大きさに気付くようになった。Ｃさんは、
先輩の姿をモデルに「自分も先輩らしさを出したい」と語り、
目標を描けるようになった。
　これら３つの共通点は、いずれも今後の特別支援教育の充実
に向けて大事な視点だと考えられる。教育活動全体を通して、
育んでいく必要があろう。
　森脇（2011）は、「本人の夢や願いをどのような形で実現し
ていくかは、結局は自己理解の在り方にかかっています（中
略）。過去と将来の『在りたい自分』の間を行き来することで、
現在の自分の姿があることに気付いていきます。今の自分を肯
定的に受け入れていくことが、夢や願いを育てる環境であると
考えています」と述べている。３名とも、適正に自己理解を深
めながら、今の自分を肯定的に捉え、夢や願いの実現に向けて
確かな一歩を踏み出し始めている。教育活動全体を通して、自
己評価や他者評価、相互評価等、多様な評価を工夫しながら自
己理解や自己決定を図ることが大切であると考えられる。その
中で、良さや強みを引き出しながら、自信や自己肯定感、自己
有用感を育む取組を教育活動の基盤と捉えたい。一方、友人
関係の形成や仲間とのかかわりは、青年期発達の特徴である。
個々の特性を踏まえつつ、仲間作りを進めていくことも、成長
につながるものと考えられる。
　遠くない将来、職業に就き社会的な自立を果たす青年であ
る。新たなステージに立った彼らから、社会人としての歩みを
聴取し、特別支援教育を推進する知見を得たい。
文献
河村茂雄（2000）心のライフライン，誠心書房．
森脇勤（2011）学校のカタチ「デュアルシステムとキャリア教
育，ジアース教育新社，72．
文部科学省（2016）中央教育審議会教育課程部会資料．
文部科学省（2017）特別支援学校小学部・中学部学習指導要
領．
田中裕一（2017）特別支援教育士資格更新必修研修会「特別支
援教育の最新の動向」から．
吉橋哲（2016）発達障害通級指導教室修了生への聞き取り－本
人の語りと対話によるライフラインの分析－，上越教育大学
特別支援教育実践研究センター紀要23巻．
